






はじめに 

医学の各分野をめぐるあわただしい動きのなかで,先天異常を取りまく情勢にもこれまで

にない動きがみられる。 

国際的には世界保健機構(WHO)を中心とする動きである。すなわち,これまでどちらかとい

うと WHO の目は発展途上国の保健問題に向けられていたということもあって,対象とする

疾患は主として感染症や栄養失調などであった。したがって,先天異常では,鎌型赤血球貧

血症,サラセミア,グルコース・6･燐酸脱水素酵素異常症などが発展途上国に多いという理

由で注目きれていたにすぎない。ところが,この2,3年来,WHOの眼が高血圧症,動脈硬化症,

糖尿病などとともに,先天異常でもとくに染色体異常や奇形症候群に向き始めている。この

動きをめぐって各国の先天異常モニタリングに関する活動は一段と盛んになり,WHO への

働きかけも加速度を増しつつある。広い視野から眺めればこのような WHO の動きは,わが先

天異常モニタリング研究班にとってもまことに時空を得たものと思われる。 

一方,国内に眼を転ずると,先天異常,とくに外表奇形のモニタリングを行政制度化しよう

という動きがあり,その実施時期,形式,範囲など具体的な問題の討議が始められており,行

政当局からも具体的な資料提供の要請が行われ,前述の WHO の動きとも相まって,一歩ずつ

実現に近づきつつあることは間違いのないところである。 

このような内外の情勢の変化をもとに,先天異常をひきおこす遺伝および環境要因をめぐ

る最近の動きに触れてみよう。 


